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　石川労福協、連合石川等
で構成する石川県大衆運動
活動家顕彰会実行委員会
は、11 月 23 日（勤労感謝
の日）に金沢市内卯辰山の
顕彰碑前において、政治、
労働、文化のそれぞれの分
野において平和、民主主義

の発展、教育福祉環境等の向上に尽力し故人と
なられた７名の方を合祀し追悼した。
　第 12 回目となる大衆運動活動家合祀追悼会
は、冷たい雨が降る中、顕彰之碑を前に遺族や
実行委員ら約 36 名が参列して行われた。
　顕彰会会長の狩山久弥氏（石川労福協理事長・
連合石川会長）が「今回合祀される７名が、取り
組んだ大衆運動の偉大な功績を称え、ここに合
祀する」と主催者を代表して挨拶した後、顕彰
会設立趣意書を宮下亮石川労福協専務理事が朗
読した。
　ベートーベンの「英雄」の音楽が流れる中、合
祀者７名の名前を記したプレートを顕彰碑に納
め、続いて参列者全員が献花した。
　フレンドパーク石川に移っての感謝の集いで

は、在りし日の故人の姿が関係者からそれぞれ
披露され、故人を偲びつつ懇談した。最後に、
故荒島勝夫氏（元連合会長などを歴任）のご子息
が遺族を代表して感謝の意を述べて終了した。
　合祀された方々の冥福を心より祈ります。

大衆運動活動家を合祀・追悼
「汗と涙と闘いの歴史を継承し、運動の永遠を誓う」

献花する狩山会長

合祀された方の遺族の皆さんと

合 祀 者 一 覧
名　　前 主な経歴

嶋崎　　譲さん
（享年 86 歳）

衆議院議員（旧石川１区）、
社会党副委員長

荒島　勝夫さん
（享年 76 歳）

連合石川会長、全電通石川
県支部執行委員長、石川労
福協理事長

水嶋　栄治さん
（享年 62 歳）

東レ労働組合石川支部長、
UI ゼンセン同盟石川県支
部運営評議員会議長

川　　一彦さん
（享年 69 歳） 小松市議会議員

川北　幸弘さん
（享年 70 歳） 全専売金沢地方部組織部長

椿原美津範さん
（享年 55 歳）

石川県高等学校教職員組合
副委員長、連合石川能登地
協議長

白崎　　武さん
（享年 80 歳） 東振精機労働組合委員長

狩山久弥顕彰会会長
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（12 月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

 １月５日 土 石川友愛連絡会　旗開き 金沢都ホテル

 　　７日 月 連合石川・石川労福協合同「2013 新春の集い」 金沢都ホテル

　〃 〃 県平和センター新春の集い 2013 金沢スカイホテル

 　　９日 水 白山・野々市 LSC 新春の集い 白山学習センター

　　11日 金 連合かなざわ・金沢 LSC 合同　NEW・YEAR 旗開き 労済会館

　　15日 火 社会法律センター第 35 期定期総会 北陸会館

　　16日 水 輪島 LSC　新春の集い 高州園

　　17日 木 第 36 回労福協研究集会 県女性センター

　　24日 木 勤文協　第 43 回早春書画・生花展　開会 ラブロ片町

　　27日 日 勤文協　第 43 回早春書画・生花展　表彰式・合評 ラブロ片町

２月12日 火 消団連　幹事会 フレンドパーク石川

これからの行事予定

中央労福協第５回加盟団体代表者会議

　11 月 16 日（金）中央労福協の第５回加盟団体
代表者会議が、東京のホテルラングウッドで開
催された。
　中間年にあたる今年は代表者会議として、活
動の中間総括と補強の審議が行われた。
　会議には、各労働団体や事業福祉団体、地方
労福協、労福協役員の 89 名が出席し、中央労
福協の古賀伸明会長が「本年度の活動のポイン
トとして、１つは国際協同組合年の活動として
労働組合と協同組合の連携を強化したこと。２
つは生活支援戦略と生活保護制度の見直しをは

かったこと。３つは消費者運
動との連携をはかり、今後と
も連携を深めていく必要性が
あること。４つは政治面での
課題であるが、解散・総選挙
を前にして、あらためて３年
前の民主党の政権交代の意義
は重たいものがあり、また自
民党政治に戻すことだけはで
きないことである。」と述べ
て、中間総括と課題から上記
の４つを柱に補強していくと
挨拶した。
　続いて、報告・議案審議に

入り、全ての報告や議案について満場一致で可
決、承認された。
　続いての記念講演会では消費者庁の阿南久長
官が「消費者行政の方向性と課題～多様な団体
との協働に向けて」と題して講演した。
　会議において審議された活動の補強は、様々
な面でなされたが、中央労福協と地方労福協と
では取り組むものが自ずと違うことは理解する
が、労働界全体で取り組み可能な課題の提起を
望むところであった。
� 労福協専務理事　宮下　亮

主催者代表の挨拶をする古賀伸明会長
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救急救命の応急措置を学ぶ

　石川県労働者福祉協議会が運営する石川県勤
労者福祉文化会館（通称：フレンドパーク石川）
は、「いざという時の応急措置」として、館内に
勤務する関係者に心肺蘇生法の講習を行った。
　参加者 16 名は、講師にあたった金沢市消防
局の新田、松本の両氏から、心肺停止状態にあ
る人に対する心肺蘇生措置の必要性を講義され
た後、人体模型とAEDを使って、人工呼吸や
胸骨圧迫を実習したほか、心肺蘇生者の交代の
仕方やAED使用時の注意点などを学んだ。
　万一に備えて、この訓練は何度でも繰り返し
体験することが大切であり、来年も講習会を行
いたいと会館事務局が締めくくって終了した。

「もちつき」で障害者を慰労
　さわやか
U（いしか
わ介護ボラ
ンティアセ
ンター）は、
12 月 15 日
（土）金沢市
弥生にある

障害福祉施設「たんと弥生」において、ボラン
ティアや関係者約 16 名が参加して、施設の障
害者や支援者等に「もちつき」を通じて、交流活
動を行った。
　この施設は、障害者が通所することで就労や
生産活動の支援を受けるもので、澤信俊理事長
が「今では珍しくなった餅つきを見て、一緒に
参加して、搗きたてのお餅を食べて交流を深め
ていただきたい。」と挨拶した後、施設に運び込
んだ臼で早速、蒸しあがったもち米をボラン
ティアや障害者等が杵で搗き、大根おろし、黄
粉、餡子を付けたお餅は、皆さんの元気の源に
変わった。
　最後に、施設の皆さんから感謝の言葉をいた
だき、次のボランティアの活力として活動を終
えた。

◆ご返済方法 毎月返済または、毎月返済・ボーナス返済の併用
◆別途特別保証料年0.5％（但し、(株)セディナ保証利用の場合は年1.4％）が必
要となります。
※無担保融資のお一人様の総借入限度額は1,000万円以内となります。※固定金
利もございます。※審査の結果ご希望に添えない場合もございますのでご了承く
ださい。※返済条件を変更された場合、別途手数料が必要となります。
※上記金利は２０１３年１月４日現在適用中。

ろうきんの「くるま自慢」は
車に関するいろいろな用途に
ご利用いただけます。
◇新車･中古車の購入に！
◇車検やお車の修理費に！
◇カー用品の購入に！
◇他の自動車ローンクレジットの借換など

キャンペーン期間中、
変動金利の基準金利を年 0.625%引下げ！
さらに、特別保証料年0.5％適用（通常年0.8％）
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中央労福協第 44次欧州労働者視察報告

� 石川県労働者信用基金協会
� 事務局長　加藤敏彦

　中央労福協の「第 44 次欧州労働者福祉視察
団」の一員として、９月 23 日～ 10 月３日の日
程で、フィンランド・イギリス（２か所）・フラ
ンス（２か所）の３か国、５か所を訪問した。
　今回の訪問の目的は、2012 年は国際協同組
合年にあたるなか、協同組合が、経済危機の中
で果たす役割、特に協同組合の「助け合い」「協
助」の理念のもと「連帯経済」をどのように担っ
ているのかを学び、日本における協同組合運動、
労働者福祉運動の新たな展開に役立てることで
ある。
　視察団のメンバーは、労働組
合、地方労福協、事業団体の役
職員の総勢 15 名で、うち女性
が３名の団構成となり、私が団
長を務めた。
　以下のとおり、今回の訪問で
私が印象的だったの点を簡単に
紹介する。
　ヨーロッパの経済危機が進行
する中、フランスのMAIF（フ
ランス学校教員相互保険）は、
2009 年に相互保険会社２社と
連合し、フランス国内でも大手

の相互保険グループ会社を結
成、イギリス CBG（コーポ
ラティブバンクグループ）は、
昨年の銀行部門と保険部門の
合併に引き続き、本年７月に
は商業銀行のロイズ銀行の
632 店舗の買収に合意、他方、
フィンランド生活協同組合連
合会（Sグループ）は、国内に
止まらずロシア・バルト三国
に支店を構え、さらに店舗の
拡大を計画している等、日本
では考えられないスピード
で、ヨーロッパの協同組合は、

再編・拡大しているのに驚かされた。これも元々
の協同組合の歴史性に加え、社会的に一定のポ
ジションと影響力のあることが要因と思った。
訪問先の協同組合が、今後どのように発展して
いくのか、大いに気にかかるところであった。
 フィンランド生活協同組合連合会（Sグルー
プ）は、国内消費市場 40％のシェアを占める有
力な企業であるが、興味深かったのは、企業の
社会的責任の取り組みの一環として、Sグルー
プ全体で消費する電気の 20％を再生可能エネ
ルギーとして自家発電で賄うという計画だっ
た。
　企業の社会的責任とは、日本では一般的に
「利益を目的としない寄付やボランティア活動」
とのイメージだが、ヨーロッパでは「社会的な

ICMIF本部玄関前

ICMIF本部の庭園（英国）
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存在としての企業が、企業の存続に必要不可欠
な社会の持続的発展に対して必要なコストを払
い、未来に対する投資として必要な活動を行う
こと」とされる。Sグループ CEO（最高経営責
任者）の自信を持った説明が、とても印象に残っ
た。
　イギリスの ICMIF（国際協同組合保険連合）
では、「協同組合におけるコーポレート・ガバ
ナンス」が印象的だった。これは取締役会を中
心とした組織・運営に関する、いわゆる「私企
業のコーポレート・ガバナンス」とは違い、協
同組合組織全体を構成している役員会をはじめ
各種委員会や下部組織、さらには組合員・顧客
を含めたガバナンスを強調した内容と思った。
多くの出資者・組合員を有する協同組合におけ
るガバナンスは、私企業以上に重要な今日的課
題であると再認識した。
　最近、日本ではフードバンクがマスコミで紹
介されてきているが、パリの BAPIF（パリ＝

イル・ドフラン
ス地方フードバ
ンク）は、定年退
職者が中心（プロ
パー職員は約１割
程度）となり運営
されている NPO
組織であった。私
たちが訪問した際

にも、彼ら一人一人が生き生きと働いている姿
が、とても印象的であった。
　フランスでは、元々、個人や企業の社会貢
献が歴史的にも文化的にも積極的に推進され、
NPO組織の数は 200 万以上存在し、また、そ
の運営や活動には公的資金が導入されており、
「ボランティアの関係者」には、税制優遇の制度
もあるとのことだった。
　日本でも震災を機に、NPO組織やボランティ
ア組織が数多く立ち上がっているが、フランス
のように国や自治体との密接な関係を深めるに
は、少々時間がかかると感じた。
 今回の訪問で、とくに感じたことは、いずれ
の協同組合も厳しい経営環境の中で、基本理念
を堅持し、組合員・顧客へのサービスを最優先
に位置づけた取り組みを実施していることで
あった。また、協同組合運動と連帯経済の関係、
社会的貢献と環境問題、NPO・ボランティア
運動と貧困の関係など、今回の視察で多くの事
を学ぶことができ
た。
　最後に、視察の
機会をいただきま
した関係者の皆様
に、心より感謝申
し上げ報告としま
す。

BAPIF本部物流センター（仏国）

世界遺産モン・サン＝ミシェル（仏国）BAPIF物流センター（仏国）

ロッチデール先駆者協同組合の最初の店舗事務所（英国）
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『第62回勤美展』
金沢21世紀美術館で開催

　石川県勤労者文化協会は、11 月 28 日（水）金
沢 21 世紀美術館市民ギャラリーにおいて第 62
回石川県勤労者美術展を開催した。
　勤美展は、主催者、来賓等によるテープカッ
トで開場し、日本画、洋画、書道、写真、手工
芸の各部門から出品された計 302 点の力作品が

一堂に公開された。また、会場には、池坊、草
月の各流派からの生花とフローラルアートが彩
りを添え、来場者の目を和ませ、12 月２日（日）
の表彰式・合評をもって閉幕した。
　なお、厚生労働大臣賞、石川県知事賞、石川
県議会議長賞を受賞した作品は、12 月４日（火）
から 13 日（木）まで県庁 19 階ロビーにおいて特
別展示された。

勤 文 協

厚生労働大臣賞
『玉響の想い』
吉田 昌代〈金沢市〉

石川県知事賞
『端境期』

中橋 溥介〈小松市〉

勤文協会長賞
『通実』

奥谷 恵美子〈野々市市〉

金沢市長賞
『悠久の語らい』
久保 幾代〈金沢市〉

日 本 画

第43回石川県勤労者

早春書画・生花展
と　き　平成25年１月24日㈭～１月27日㈰
　　　　午前10時〜午後６時（最終日午後１時まで）
ところ　アートシアターいしかわ
　　　　ラブロ片町７FギャラリーⅠ
　　　　金沢市片町２丁目２番５号
◇主　　催　石川県勤労者文化協会
◇後　　援　北國新聞社、石川県労働者福祉協議会
◇作品搬入　書画の部
　　　　　　・１月19日㈯〜20日㈰
　　　　　　　午前10時〜午後４時
　　　　　　・ラブロ片町アートシアター７F会議室
◇問合わせ
　TEL（076）231−1746　　FAX（076）231−1731
　金沢市西念３丁目３番５号（フレンドパーク石川３F）
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厚生労働大臣賞
『上高地秋彩』
高倉 道昭〈金沢市〉

石川県知事賞
『お父さんのカメラ』

林 和歌子〈小松市〉

勤文協会長賞
『初夏』

岩城 和恵〈金沢市〉

金沢市長賞
『陽だまり』

松本 玉恵〈金沢市〉

洋 　 画

厚生労働大臣賞
『汽車』

渡辺 伸子〈金沢市〉

石川県知事賞
『あぜの美貌』
岡部 輝代〈金沢市〉

勤文協会長賞
『ハット.ほっと.キャット』

聖川 重俊〈金沢市〉

金沢市長賞
『野焼』

小村 　昭〈金沢市〉

手 工 芸

厚生労働大臣賞
『照一隅』

冨澤 　進〈かほく市〉

石川県知事賞
『燃ゆる雲』

鍛治 敏弘〈金沢市〉

勤文協会長賞
『神事』

越原 隆夫〈金沢市〉

金沢市長賞
『わらべ』

西村 俊明〈金沢市〉

写 　 真

厚生労働大臣賞
『三島由紀夫の美しい星より』

八十出 道子〈内灘町〉

勤文協会長賞
『響』

米村 悦子〈金沢市〉

金沢市長賞
『最澄の語』

鈴木 二三子〈金沢市〉

石川県知事賞
『冬嶺秀狐松』

村上 ルミ子〈金沢市〉

書 　 道
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　12 月７日（金）、金沢 LSC 団体支援
部会労金委員会を代表し、北陸労働金
庫本店営業部長の安村裕之氏と事務局
は、昨年新築移転した市内土清水町の
社会福祉法人ゆい（理事長野田龍三氏）
を訪ね、「ありがとう　ろうきんフェ
スタ 2012」の売上金 33,850 円（縁日、
ちびっこゾーンの売上金全額）と親睦
ゴルフ大会のチャリティ募金 20,062
円の合計 53,912 円を寄贈した。
　同施設の野田理事長から「毎年誠に

ありがとうございます。皆様の善意に感謝いた
します」との言葉をいただき、まだ木の香が漂
う施設を後にした。
� 金沢地域 LSC事務局長　谷内英明

　河北地域ライフ・サポートセ
ンターは、12 月１日（土）サン
ライフ津幡において、保障設計
（安心、安全）講習会を開催した。
　ライフ・サポートセンター幹
事でもある全労済の平城義行さ
んが講師となり、参加した 19
名に「火災・自然災害共済」を中

心としてセミナーが行われた。
　引き続き行われた個別相談では、４～５件の
相談があり、有意義な講習となった。
� 河北地域 LSC　吉川武久

社会福祉法人へ寄贈

保障設計セミナー


